
基山町都市計画道路見直し方針案（概要版） 

◆はじめに 

都市計画道路とは、将来目指すべき都市構造を実現し、円滑な都市交通や良好な都市環境を形成する

ために必要な骨格道路として法に基づいて決定された道路です。これら都市計画道路の多くは戦後から

の高度成長期における市街地の拡大、産業の発展といった社会情勢が続くことを前提として計画決定さ

れてきました。 

しかし近年、人口減少や少子高齢化、低炭素社会への意識の高まり、財政上の課題など都市計画道

路を取り巻く状況は大きく変化してきており、当初決定より長期間が経過した路線については決定根

拠に不整合が生じている可能性があります。 

そのような背景の中、基山町では平成２７・２８年度に長期未着手都市計画道路となっている路線

の見直し検討調査及び評価を行いました。 

◆見直し対象路線の都市計画決定内容 

見直し検討は、「未着手区間」を有する「年の森正応寺線」「黒谷線」の２路線を対象とします。 

▼基山町 

決定年月日 都市施設名称 整備状況 

当初 最終変更 種別 番号 名称 
幅員 

（ｍ） 
延長 

（ｍ） 

整備済 
延長 

（ｍ） 

整備率 
（％） 

S46.2.12 H2.12.12 幹線 3.3.1 三国長の原線 25.0 4,200 4,200 100 

S46.2.12  〃 3.4.2 鳥栖筑紫野線 18.0 4,260 4,260 100 

S46.2.12 S49.12.23 〃 3.4.3 基山駅前線 18.0 180 180 100 

S46.2.12 H2.12.12 〃 3.4.4 小倉小松線 16.0 3,270 3,270 100 

S46.2.12 S61.12.26 〃 3.4.5 白坂久保田線 16.0 2,960 2,960 100 

S46.2.12  〃 3.4.6 年の森正応寺線 16.0 1,300 660 51 

S46.2.12 H3.3.25 〃 3.4.7 塚原長谷川線 16.0 800 800 100 

S46.2.12 H3.3.25 〃 3.4.8 宿辻線 16.0 1,420 1,420 100 

H2.12.12  〃 3.4.11 黒谷線 16.0 1,500 1,020 68 

H2.12.12  〃 3.4.119 鳥栖基山線 16.0 130 130 100 

S45.12.19 S49.10.21 〃 3.4.9 日渡長野線 12.0 1,200 1,200 100 

S60.12.13  〃 3.5.10 北部環状線 12.0 1,960 1,960 100 

S45.12.19  区画 7.5.1 牛会八ツ並線 12.0 910 910 100 

S60.12.13  特殊 8.7.1 基山駅通り線 3.0 60 60 100 

計    14 路線  24,280 23,160 95 

※整備済延長は、「整備済」「改良済」「概成」の合計 

 

◆見直し検討の流れ 

見直し検討にあたっては、「基山町長期未着手都市計画道路見直しガイドライン（平成27年6月）」

に基づき、見直し検証を行いました。見直しの流れは以下の通りです。 

▼見直しの全体フロー 

  

資料４ 



◆基山町都市計画道路見直し検討内容 

 

   

 

 

◆路線の概要 

3.4.6 年の森正応寺線 

○決定年月日：S46.2.12 

○延長（未着手）；L=1,300m(L=640m) 

○幅員：W=16.0m 

◆機能評価・見直し方針 

路線の必要性が非常に低いと考えられ、

代替路線もあることから「見直し対象」

と判定。 

◆路線の概要 

3.4.11 黒谷線 

○決定年月日：H2.12.12 

○延長（未着手）：L=1,500m(L=480ｍ) 

○幅員：W=16.0m 

◆機能評価・見直し方針 

計画的に整備を図るべき路線として都市

計画決定の位置付けを残し「存続路線」

として判定。 



◆道路網全体から見た交通処理の検証 

年の森正応寺線（未着手区間）を廃止した場合の当該区間（現道あり）の平成 37 年将来交通量は 800 台/日、混雑度は 0.1 と推計される。周辺道路についても廃止による影響は見られず、交通処理上の影響はないと

考えられる。 

平成 37 年将来交通量・混雑度【黒谷線：整備有り+年の森正応寺線：整備無し】 

 

  

年の森線正応寺線（現

道） 

黒谷線 



 

◆基山町都市計画道路見直し検討検証結果 

項 目 
都市計画決定の根拠 個別路線の評価 機能評価 

見直し方針 上位関連計画の位置付け 都市計画決定理由等 交通機能 都市形成機能 都市空間機能 

3.4.6 

年の森正応寺線 

 

○決定年月日 

S46.2.12 

○延長（未着手） 

L=1,300m 

(L=640m) 

○幅員 

W=16.0m  

＜区域 MP＞ 

― 

 

＜総合計画＞ 

― 

 

＜基山町都市 MP＞ 

― 

・都市計画決定当初、国

道３号線及び鹿児島本

線により市街地が分断

されていたため、東西

市街地のアクセス向上

を図る事を目的に、都

市計画決定されたと考

えられる。 

・小倉小松線（県道 131

号、132 号、137 号）が

整備（アンダーパス）さ

れたことで当初目的は

達成されている。 

■未整備区間（現道あり） 

（１）自動車交通 

○H27 年度現在、断面交通量は約 2,000 台/12h、大

型車混入率は約 5％。夕方のピーク時にやや混雑

の状況がみられる。（平成 27 年 10 月 22 日調査） 

○H37 将来交通量推計は、全線整備した場合 800 台

/24ｈ、現状の場合 1,000 台/24ｈと推計される。 

（２）歩行者、自転車 

○通学路の指定等はない。 

（１）都市の生活空間としての機能 

○コミュニティ空間としての役割

は担っていない。 

（２）公共・公益施設へのアクセス 

○公共・公益施設へのアクセス道路

としての役割は担っていない。 

（３）土地利用計画との連携 

○開発等、面的な発展は担っていな

い。 

（４）UD・バリアフリーへの配慮 

○安心歩行エリアの指定等はない。 

（１）ライフラインの収容機

能 

○計画なし 

（２）都市防災機能 

○避難路の位置付けなし 

（３）都市環境機能 

○当該路線は、街路樹などの

計画はない。 

路線の必要性が非常に低いと

考えられ、代替路線もあるこ

とから「見直し対象」と判定。 

⇒代替路線があり、混雑度は

0.1 と推計される等の交通上

の課題もない。整備を行う場

合は周辺土地利用へ与える影

響が大きいなどの課題も多

く、都市計画道路としての位

置付けを廃止することが望ま

しいと考えられる。 

3.4.11 

黒谷線 

 

○決定年月日 

H2.12.12 

○延長（未着手） 

L=1,500m 

(L=480ｍ) 

○幅員 

W=16.0m 

＜区域 MP＞ 

○鳥栖北部丘陵新都市を

中心とした研究開発機

能の立地促進、及び、流

通業務拠点形成 

＜総合計画＞ 

― 

＜基山町都市 MP＞ 

○都市計画道路の未整備

区間（黒谷線など）を

中心とした道路整備を

継続的に推進 

○鳥栖北部丘陵新都市 整

備事業基山地区（基山

グリーンパーク）にお

ける企業誘致を進める

とともに、利便性が高

く効率的に産業活動が

行えるように工業地周

辺の環境整備が必要 

・「鳥栖北部丘陵新都市」

の一部として、都市計

画決定された。 

・鳥栖北部丘陵新都市基

山地区（基山グリーン

パーク）は、上位計画等

でも産業拠点として位

置づけられ、基山町に

とって重要な役割を担

っている。 

■整備済区間 

（１）自動車交通 

○H27 年度現在、断面交通量は約 2,800 台/12h、大

型車混入率は約50％。混雑等の状況は見られない。

（平成 27 年 10 月 22 日調査） 

○H37 将来交通量推計は、全線整備した場合 1,600

台/24ｈ、現状の場合 2,000 台/24ｈと推計される。 

（※但し、今後の工業立地状況によっては数百台程

度交通量が増加することも想定される。） 

（２）歩行者、自転車 

○通学路の指定等はない。 

 

（１）都市の生活空間としての機能 

○コミュニティ空間としての役割

は担っていない。 

（２）公共・公益施設へのアクセス 

○公共・公益施設へのアクセス道路

としての役割は担っていない。 

（３）土地利用計画との連携 

○鳥栖北部丘陵新都市の一部とし

て都市計画決定された路線であ

る。幹線道路では無いものの、基

山グリーンパークへのアクセス

道路の一部として重要な役割を

担っている。 

（４）UD・バリアフリーへの配慮 

○安心歩行エリアの指定等はない。 

（１）ライフラインの収容機

能 

○計画なし 

（２）都市防災機能 

○基山グリーンパークのアク

セス道路は、当該路線のみ

である。未整備区間（現道あ

り）は、大型車の通行は出来

ないため、工業団地からの

避難路・緊急輸送路として、

重要な路線である。 

（３）都市環境機能 

○当該路線は、都市の美観の

向上や道路環境の保全等の

目的から街路樹が設置され

ており、工業団地従業員、周

辺住民への潤いを与える路

線である。 

代替路線が無いことから、計

画的に整備を図るべき路線と

して都市計画決定の位置付け

を残し「存続路線」として判

定。 

■未整備区間（現道あり） 

（１）自動車交通 

○未整備区間の交通量は、極めて少ない。 

○H37 将来交通量推計は、全線整備した場合 400 台

/24ｈと推計される。 

（２）歩行者、自転車 

○通学路の指定等はない。 

（３）公共交通との連携 

○バス路線ではない。 

 

 

http://business.ur-net.go.jp/test_site_sql/kakuchi_result_detail.asp?prefect=&area=800
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%83%BD%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%92%B0%E5%A2%83


◆見直し対象方針 

「年の森正応寺」 

未着手区間の代替路線があり、混雑度などの交通上の課題もない。整備にあたっては、商業施設の除却や、商業施設へのアクセス道路の確保など、周辺土地利用へ与える影響が大きいや費用負担などの課題も多いため、

現況に合わせた都市計画道路としての計画の変更手続きを行う。 

  →見直し計画（案） 

鹿児島本線と立体交差する 3.4.6 号年の森正応寺線の延長及び区域を変更し、名称を年の森日渡線に改めるものである。 

併せて、3.4.6 号年の森正応寺線の変更に伴い、3.4.12 号年の森正応寺線の新設、3.3.1 三国長野原線、3.4.119 号鳥栖基山線、7.5.1 号牛会八ツ並線の区域の変更を行う。 

「黒谷線」 

 当該路線が整備された鳥栖北部丘陵新都市基山地区（基山グリーンパーク）は、産業拠点として位置づけられており、未着手区間の道路は今後企業誘致を進める中でも利便性や安全面から見て重要な道路になるため、 

 計画的に整備を図るべき路線として都市計画決定の位置付けを残し「存続路線」と整備すべき道路として今後整備に向けて動いていく。 

 

 

 

３.６.12 廃止・新設 

３.４.１２ 年の森正応寺線（Ｌ＝500ｍ、Ｗ＝16.0ｍ）

500ｍ、16.0

ｍ） 

 廃止・新設 

３.６.１２ 年の森正応寺線（Ｌ＝500ｍ、16.0ｍ） 

廃止 

（Ｌ＝20ｍ） 

廃止 

（Ｌ＝620ｍ）

500ｍ、16.0ｍ） 

 廃止・新設 

３.６.１２ 年の森正応寺線（Ｌ＝500ｍ、16.0ｍ） 

名称変更・区域変更 

３.４.６ 年の森日渡線（Ｌ＝180ｍ、Ｗ＝16.0ｍ）

500ｍ、16.0ｍ） 

 廃止・新設 

３.６.１２ 年の森正応寺線（Ｌ＝500ｍ、16.0ｍ） 
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鳥栖基山都市計画道路の見直し計画（案） 


